








































































































































また、昨年11月、本学における講演で話したJapan-Canada Kids for Kids 























































































































































































































































































































クション 5」クラスの留学生 10名と留学経験をもつ日本人学生 4名をパネ
リストとして迎え、上原由美子氏（本学留学生別科日本語インターアク
ション 5担当教員）の司会により活発な議論が行われた。
今回は、世界の大学生活を知ることで自身の大学生活を見つめ直し、有
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意義な大学生活とは何かを考えることが中心テーマに据えられた。
まず、参加者の自己紹介の後、高校時代の過ごし方と大学受験について
各国の事情が紹介された。高校時代の生活は、その国の受験のシステムに
左右されており、国によっては高校 1年生から受験勉強中心の生活を送る
という。
次に、大学生活についてさまざまな意見が交わされた。まず、大学での
人間関係について、留学生から日本の大学生の上下関係に対する疑問が投
げかけられた。他にも上下関係のある国はあるが、親しさが優先されるた
め、日本の先輩後輩のような距離感はないという。日常生活については、
日本人学生は日常的にアルバイトをしているが、他の国では宿題が多く勉
強が忙しいため、そうした生活は不可能だという。また、大学の授業にお
いて、宿題、テスト、ディスカッションへの参加などのうち、どれが重視
されるかはその国の教育事情によって異なっており、留学生はその違いに
驚かされることが多い。さらに、専攻と英語学習については、どの国も今
は 2つ以上の専攻を持つこともあり、外国語も英語プラス他の外国語の能
力が求められている。こうした能力は就職活動にもつながっており、留学
経験も強みになるという。その一方で、日本では就職活動のために留学を
諦める学生も多く、実際、時期を逃すとエントリーできない企業もあるた
め、いまだ難しい現実も指摘された。
最後に、フロアとのディスカッションでは、地域社会との接触が話題に
なったが、日本に留学している学生の多くは地域社会とも積極的に関わっ
ており、留学中に日本でしかできないことを 1つでも多く経験し、自分の
成長や将来に活かしたいという意欲が改めて示された。こうした毎日を自
分で充実させようとする姿勢は、有意義な大学生活を考える大きなヒント
になったであろう。 （今千春・留学生別科非常勤講師）
（3）　その他のシンポジウムなど
●シンポジウム　〈シリーズ：グローバル社会で働く〉第 1回「実習からみ
えるビジネス世界とキャリア形成」本学キャリア教育センター共催
グローバル・コミュニケーション研究所 2012年度活動報告
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（11月 29日、於：神田外語大学クリスタルホール）
第 1部　講演
「学生インターンシップ受け入れについて―職場への効果と想い」
纐纈芳彰 （富士通株式会社ビジネス推進本部文教ソリューション
推進部長）
第 2部　報告
「インターンシップ科目履修者と企業協力の推移」
上田敏昭（本学キャリア教育センター）
「必修科目設定と履修効果」
豊田　聡（本学国際コミュニケーション学科講師）
第 3部　インターンシップ実習者報告
佐藤真子（本学国際コミュニケーション学科 3年）
荒井久美（本学国際コミュニケーション学科 3年）
諏佐ひとみ（本学国際コミュニケーション学科 3年）
安　慧（本学国際コミュニケーション学科 3年）
吉田真由子（本学国際言語文化学科 3年）
宮本竜弥（本学国際コミュニケーション学科 2年）
吉野真代（本学国際コミュニケーション学科 2年）
野島聖矢（本学国際コミュニケーション学科 3年）
中村有沙（本学国際コミュニケーション学科 3年）
カンマリアム（本学国際コミュニケーション学科 3年）
このシンポジウムの目的は、大学生によるキャリア形成の一手法である
企業内インターンシップの特色と効果を、事例とデータをもとに当事者間
で報告を行い考察することにあった。大学教育におけるインターンシップ
への関心の全国的な高まりを実施の背景とした。
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第 1部では実習受け入れ実績を背景に企業側のねらい、創造性に満ちた
実態および期待する実習生像が紹介された。また、第 2部ではデータに基
づくアレンジ実績と、教育効果への見解が報告された。第 3部においては、
多様な地域・多様な業種での実習を果たした学生登壇者が、自身の成果と
成長を中心に日本語または英語で報告を行い、続いて相互の実習・環境・
成果を比較した共通点・相違点のディスカッションを行った。
大学生・企業ともにインターンシップに対する関心が高まるなか、その
意義、効果および展望について産学が集い、実地に基づく報告とディス
カッションを行う場となった。
